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2020 年 1 月に，日本国内で新型コロナウイルスの最初の感染











ることができたと考えております。たとえば，2021 年 10 月に発生した和歌山市の水
管橋崩落事故の際には，和歌山大学は断水の影響を避けるため，復旧までの約 1 週間
を遠隔授業の期間として，教育活動を継続しました。対面授業を中心として学期を開
始した直後の出来事ですから，いくつかの授業は遠隔授業との意図せぬ併用になりま
す。それでもほとんど平常時と変わることなく授業が行われたものと思われます。前
年度に手探りで導入した遠隔授業でしたが，そこで身につけたノウハウにより，予期
せぬ緊急事態においても大学の重要な事業のひとつである教育を継続することができ
ました。人も設備も活動体制も以前より強くなったと感じております。  
企業様等におかれましても，テレワークなどの導入を求められ，機材の調達や環境
設定，使用方法の修得など，顧客様等とのよりシビアな関係の中で，事業継続に臨ま
れたことと推察いたします。そのような状況の中で獲得したものの中には，未知の脅
威に対応できるものや，少しのアイデアで現在の業務を効率化したり，新たな事業に
つなげられたりするものもあるような気がいたします。本研究機構の活動が，そのよ
うな展開を後押しする力のひとつとなりましたならば幸いに存じます。  
